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　 「権利の章典」
〔１〕国王は、王権により、国会の承

しょう
認
にん
なしに法律〔の効力〕を停止

し、または法律の執
しっ
行
こう
を停止し得

う
る権限があると称

しょう
しているが、そ

のようなことは違
い
法
ほう
である。

〔２〕〔国王は〕王権により、法律を無視し、または法律の執行をしな
い権限があると称し、最近このような権限を僣

せん
取
しゅ

①し行使したが、
そのようなことは違法である。……
〔４〕大権に名を借り、国会の承認なしに、〔国会が〕みとめ、もしく
はみとむべき期間よりも長い期間、または〔国会が〕みとめ、または
みとむべき態様と異なった態様で、王の使用に供するために金銭を
徴
ちょう
収
しゅう
することは、違法である。

〔５〕国王に請
せい
願
がん
することは臣民の権利であり、このような請願をし

たことを理由とする収
しゅう
監
かん
または訴

そ
追
つい

②は、違法である。
〔６〕平時において、国会の承認なくして国内で常備軍を徴集してこ
れを維

い
持
じ
することは、法に反する。

� 〈高木八尺ほか編『人権宣言集』岩波書店〉
　　　　　①力ずくで奪

うば
うこと　②監

かん
獄
ごく
に入れることや起

き
訴
そ
すること

名
めい

誉
よ

革命直後の1689年にイギリス議会が提出し、イギリス国王
ウィリアム３世・メアリ２世が即

そく

位
い

するにあたって承
しょう

認
にん

した「権
利の宣言」を、同年末に議会が法律として制定したもので、内容的に
は「権利の宣言」を継

けい

承
しょう

している。国王といえども法律に従うべきこ
と、課税には議会の承認を必要とすること、また人身の自由などの人
民の権利についても詳

しょう

細
さい

に規定し、王権に対する議会の優
ゆう

越
えつ

を決定づ
け、イギリス立憲政治の基

き

礎
そ

となった。

　 ロック著『統治二論』
222　人々が社会に入る理由は、彼

かれ
らの固有権①を保全することに

ある。そして、彼らが立法部を選出し、彼らに権
けん
威
い
を与

あた
える目的

は、その社会の全成員の固有権に対する監
かん
視
し
役あるいは防

ぼう
壁
へき
とし

て、社会の各部分、各成員の権力を制限し、その統治権を適度に抑
おさ

えるための法を作り、規則を定めることにある。……立法者が
0 0 0 0

、人
0

民の固有権を奪
0 0 0 0 0 0 0 0

い
0

、また破壊
0 0 0 0 0

しようとする
0 0 0 0 0 0

とき、……立法者は常に
人民との戦争状態に置かれることになり、……人民は、彼らの根本
的な自由を回復する権利をもち、……新たな立法部を設立すること
によって、彼らが社会のうちに身を置く目的である自分自身の安全
と保護とに備える権利をもつからである。
� 〈加藤節訳『完訳統治二論 ジョン・ロック著』岩波書店〉
　　　　　①人間の自由・平等・所有権といった、すべての人間が生まれながら
にもっている自然権のこと

17世紀のイギリスの思想家であるロックが、名
めい

誉
よ

革命後の1690
年に刊行した著作。国王の権力の起源を神に求める王権神授説

を批判し、人民主権の立場をとった。そして固有の権利を保障するた
めに人民が契

けい

約
やく

をして社会（国家）が成立したとする社会契約説を唱
え、暴政に対する人民の抵

てい

抗
こう

権・革命権があることを主張した。結果
的に名誉革命を正当化することになり、また18世紀のアメリカ独立
革命やフランス革命にも大きな影

えい

響
きょう

を与
あた

えた。

　 ルソー著『社会契
け い

約
や く

論』
　人間は自由なものとして生まれている。しかも、いたるところで
鉄
てっ
鎖
さ

①につながれている。他の人々の主人であると自分を考えてい
る者も、やはりその人々以上に奴

ど
隷
れい
なのである。……

　「各構成員の身体と財産とを、共同の力のすべてをもって防
ぼう
禦
ぎょ

②

し、保護する結社形式③を見いだすこと、ただし、この結社形式

は、それによって各人がすべての人と結合しながら、しかも自分自
身にしか服従せず、従前と同じように自由であるようなものでなけ
ればならない。」これこそ社会契約によって解決される基本問題であ
る。……
　だから、もし社会契約からその本質的でないものを取り除くと、
それは次のことばに要約されることがわかろう。「われわれおのお
のは、その身体とその力のすべてを共同にして、一

いっ
般
ぱん
意志の最高指

揮の下
もと
にゆだねる。さらに、われわれは、政治体を形成するものと

して、各構成員を全体の不可分な部分として受け入れる。」……
� 〈平岡昇ほか訳『社会契約論』角川書店〉
　　　　　①人々の自由が制限されていることの例え　②防

ぼう
御
ぎょ
　③国家のあり方

18世紀のフランスの思想家であるルソーが1762年に出版した著
作。ロックと同じく社会契約説を主張し、人民に主権や抵

てい

抗
こう

権・革命権があると説いて、特にフランス革命に大きな影
えい

響
きょう

を与
あた

え
た。ロックが間接民主政を理想としたのに対し、ルソーは主権を他者
に譲

じょう

渡
と

したり分
ぶん

割
かつ

したりすることはできないとして直接民主政を主張
した。また日本でも明治時代の思想家である中

なか

江
え

兆
ちょう

民
みん

がこれを漢訳
し、『民

みん

約
やく

訳
やく

解
かい

』として刊行した。

　 ジェファソン「アメリカ独立宣言」起草文
国王（ジョージ３世）は、人間性そのものに反する残

ざん
忍
にん
な戦いを行

い、いまだかつて彼
かれ
に逆らったことのない僻

へき
遠
えん

①の地の人びと（ア
フリカ黒人）の、生命と自由という最も神聖な権利を侵

しん
犯
ぱん
し、かれ

らを捕
と
らえては西半球②の奴

ど
隷
れい
制度の中に連れ込

こ
んでしまうか、あ

るいは運
うん
搬
ぱん
の途

と
上
じょう
にて悲

ひ
惨
さん
な死にいたらしめた。異

い
端
たん

③な力によっ
て行われてきた恥

は
ずべきこの海

かい
賊
ぞく
的な行

こう
為
い
は、キリスト教徒たる大

英帝国の国王によってなされてきた戦いである。人間が売り買いさ
れなければならないような市場を、あくまでも開放しておこうと決
意して、この憂

うれ
うべき取引の禁止ないしは制限を企

き
図
と
したあらゆる

法律の成立を妨
さまた
げるために、彼は拒

きょ
否
ひ
権を行使してきたのである。

……� 〈本田創造著『アメリカ黒人の歴史 新版』岩波書店〉
　　　　　①非常に遠いこと　②アメリカ大陸のこと　③正統（正しい考え方）か
ら外れていること

「アメリカ独立宣言」は、アメリカ独立戦争中の1776年７月４日
に第２回大陸会議で採

さい

択
たく

された文書である。ロックの思想的影
えい

響
きょう

を強く受け、人間の自由・平等といった自然権や天
てん

賦
ぷ

人権論、社会
契
けい

約
やく

説に基
もと

づく抵
てい

抗
こう

権（革命権）を唱え、13植民地の独立を宣言した。
ところで「独立宣言」の草案には起草者の一人ジェファソンにより、こ
の史料のように黒人奴

ど

隷
れい

貿易を厳しく批判する条
じょう

項
こう

が盛り込
こ

まれてい
たが、南部のプランター（農園主）の主張に配

はい

慮
りょ

し、大陸会議で削
さく

除
じょ

さ
れた。

　 「フランス人権宣言」
〔前文〕　国民議会として構成されたフランス人民の代表者たちは、
人の権利に対する無知、忘

ぼう
却
きゃく
または軽視が、公

おおやけ
の不幸と政府の腐

ふ
敗
はい

の唯
ゆい
一
いつ
の原因であることを考

こう
慮
りょ
し、人の譲

ゆず
りわたすことのできない

神聖な自然的権利を、厳
げん
粛
しゅく
な宣言において提示することを決意し

た。……
第１条　人は、自由、かつ、権利において平等なものとして生ま
れ、存在する。社会的差別は、共同の利益にもとづくのでなけれ
ば、設けられない。
第２条　あらゆる政治的結合の目的は、人の、時効によって消

しょう
滅
めつ
す

ることのない自然的な諸権利の保全にある。これらの諸権利とは、
自由、所有、安全および圧制への抵

てい
抗
こう
である。

第３条　あらゆる主権の淵
えん
源
げん

①は、本来的に国民にある。いかなる
団体も、いかなる個人も、国民から明示的に発しない権

けん
威
い
を行使す

第１部　近代化と私たち
2211 p.65

用語解説

基
情
礎
報
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うば は かい
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情
礎
報

33 p.65

用語解説

基
情
礎
報

44 p.67
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情
礎
報
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ることはできない。……
第６条　法律は、一

いっ
般
ぱん
意思②の表明である。すべての市民は、みず

から、またはその代表者によって、その形成に参
さん
与
よ
する権利をも

つ。……
第11条　思想および意見の自由な伝達は、人の最も貴重な権利の
一つである。……
第16条　権利の保障が確保されず、権力の分立が定められてない
すべての社会は、憲法をもたない。
第17条　所有は、神聖かつ不

ふ
可
か
侵
しん
の権利であり、何

なん
人
ぴと
も、適法に

確認された公の必要が明白にそれを要求する場合で、かつ、正当か
つ事前の補

ほ
償
しょう
の条件のもとでなければ、それを奪

うば
われない。

� 〈辻村みよ子監訳『オランプ・ドゥ・グージュ』信山社〉
　　　　　①源

みなもと
　②ルソーの思想に登場する概

がい
念
ねん
で、個人の利益やその総和であ

る多数決ではなく、常に公共の利益を目指そうとする意思

1789年８月26日、フランス革命中の国民議会で採
さい

択
たく

された文
書。前文と17条から構成され、フランス革命の理念を示してお

り、ロック・ルソーの思想や「アメリカ独立宣言」の影
えい

響
きょう

もみられる。
具体的には、人間の自由・平等、所有（財産）権の不

ふ

可
か

侵
しん

、社会契
けい

約
やく

説、抵
てい

抗
こう

権、国民主権、一般意思、精神の自由、権力分立など多様な
内容が含

ふく

まれている。またフランス初の憲法である1791年憲法の前
文においても、これらの原則が確認された。

　 ナポレオン法典
Ⅰ．ナポレオン法典の精神
　われわれの目的は、道徳を法律に結合し、人がなんといおうと、
かくも好ましい家族の精神を国家の精神にまで普

ふ
及
きゅう
せしめることに

あつた。……家族という小さい祖国を通して人は大きな祖国に連な
る。良き国民を形作るものは、良き父、良き夫、良き息

むす
子
こ
である。

……
Ⅱ．家族の尊重
〔A〕夫がこの（家族）統

とう
率
そつ
の主である。……夫がその配偶者の財産も

素行もすべて管理し、すべて監
かん
督
とく
する。……

　213．夫は妻を保護し、妻は夫に服従する義務を負う。……
　1421．夫は単独で夫

ふう
婦
ふ
共有財産を管理する。……

〔B〕�……
　�371．子は年

ねん
齢
れい
のいかんを問わずその父母に対し尊敬の義務を負

う。……
Ⅲ．所有権の絶対……
　�544．所有権は法律または命令によつて禁ぜられる使用をなさぬ
かぎり、物を最も絶対的に使用収益①しかつ処分しうる権利であ
る。……
Ⅳ．契

けい
約
やく
の自由

　一
いっ
般
ぱん
に人間は自分に利害関係のあるすべてに関して自由に取引が

できるはずである。……契約の自由はただ正義や善良の風
ふう
俗
ぞく
や公益

によつてのみ制限される。
Ⅴ．自己責任
　�1382．人のいかなる行

こう
為
い
によるを問わず、他人に対して損害を

惹
じゃっ
起
き

②したものは、それがそのものの過失によつて生じたのであ
れば、これを賠

ばい
償
しょう
する責を負う。� 〈『西洋史料集成』平凡社〉

　　　　　①使うことで利益を得ること　②引き起こす

1804年３月にナポレオンが制定した、全文が2281条から成る
フランス民法典。個人主義・自由主義の原理に基

もと

づき、所有権
の絶対、契

けい

約
やく

の自由、過失の自己責任などを明記し、フランス革命の
成果を定着させるとともに、日本を含

ふく

む世界各国の民法に大きな影
えい

響
きょう

を与
あた

えた。また国民国家の統合のため家族の統合も重視されたが、夫
が家族を統

とう

率
そつ

し、妻や子は夫や父親に従う義務があるとされ、女性や

用語解説

基
情
礎
報

66 p.70

用語解説

基
情
礎
報

子どもは社会的弱者であり保護の対象とされた。

　 フィヒテ「ドイツ国民に告ぐ」
……ドイツ国民層にぞくしているひとびとの大多数を、……本来の
民族的な意味で教育する①ことこそが、必要なのである。……
　このような教育の力をもってすれば、われわれがはじめにたてて
おいた目標、つまり、われわれのこの講演の本来の動機となってい
る目的は、まちがいなく達せられるであろう。ほんとうの祖国愛を
身につけるのも、地上の生命を永遠の生命として理解させてくれる
のも、かく、地上の生命を永遠の生命として知るための唯

ゆい
一
いつ
のより

どころは祖国であると教えてくれるのも、すべて、かの、〔われわ
れの新しい教育の力によってもりあげられる〕精神である。かく教
えられた祖国があってこそ、おのずと、祖国を防衛するために勇

ゆう
敢
かん

にたたかおうという人間も、法をまもり平和な正しい国民となろう
という人間も、生まれてくるのである。……
� 〈真下信一訳『世界大思想全集 哲学・文芸思想篇 第11巻』河出書房〉
　　　　　①フィヒテは別の項で、ドイツ人の祖国愛を広く国民層に植え付ける
ような教育のみがドイツの独立を救うことができると述べている

ドイツ観念論の哲
てつ

学
がく

者で後にベルリン大学初代総長も務めた
フィヒテは、1807～08年にナポレオン占

せん

領
りょう

下のベルリンで「ド
イツ国民に告ぐ」という連続講演を行った。当時のヨーロッパではナ
ポレオンの大陸支配に対して各地でナショナリズムの動きが高まりつ
つあり、フランスに対するドイツ文化の優秀性を説いたフィヒテの講
演も、プロイセンを中心とするドイツの人々の「ドイツ人」としての民
族意識を高めることにつながった。

　 産業革命時の児童の工場労働
証言者　サミュエル・クールソン①

5047　好
こう
況
きょう
時にあなたの娘

むすめ
たちは朝の何時に工場に行きましたか。

─娘たちは朝の３時には工場に行き、仕事を終えるのは夜の10
時から10時半近くでした。
5049　19時間の労働の間に休息あるいは休養のためにどれだけの
休
きゅう
憩
けい
時間が与

あた
えられたのですか。

─朝食に15分、昼食に30分、飲料を取るのに15分です。……
5073　あなたの子どもたちの中で誰

だれ
か鞭

むち
打ちを受けたものはいま

すか。
─はい、どの子どももです。長女についてですが、……彼

かの
女
じょ
は

「監
かん
視
し
人が私を革

かわ
ひもで打ちました。しかし、監視人の所には行か

ないでください。もし行けば、私たちは仕事を失ってしまうでしょ
う」と言いました。……� 〈歴史学研究会編『世界史史料６』岩波書店〉
　　　　　①イギリス中部の織物工業都市リーズ近

きん
郊
こう
に住む仕立屋であり、近く

の梳
そ
毛
もう
加工工場に働きに出ていた３人の娘がいた

産業革命によって機械制工場が各地に建てられると、成人男性
だけでなく子どもや女性の労働者が多く雇

こ

用
よう

されるようにな
り、低賃金かつ過

か

酷
こく

な労働環
かん

境
きょう

で長時間働くことを強
し

いられた。イギ
リスで1833年に制定された工場法は、児童の労働時間の制限や工場
監
かん

督
とく

官の設置など初めて実効性を伴
ともな

った工場法とされたが、その制定
にあたって議会委員会が実態調査を行い、この史料にあるような証言
が立法において重要な参考資料とされた。

　 『共産党宣言』
　ヨーロッパではひとつの亡

ぼう
霊
れい
がうろついている。それは共産主義

の亡霊である。……
　これまですべての社会の歴史は階級闘

とう
争
そう
の歴史である。

　つねに相
そう
互
ご
に対立しあっていたのは、自由人と奴

ど
隷
れい
、貴族と平

民、領主と農奴、ギルドの親方と遍
へん
歴
れき
職人（Gesell）、抑

よく
圧
あつ
者と被

ひ
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